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表 4  2011 年 5 月の保健環境研究所における B(a)P 濃度，浮遊粉じん，浮遊粉じん中 B(a)P 濃度 

 
表 5 A，B および C地点の調査開始以来の 5月平

均値および 2011 年 5 月の保健環境研究所での

B(a)P 濃度，浮遊粉じん濃度，浮遊粉じん中

B(a)P 濃度の平均値 

                           

あり なし

B(a)P濃度 0.12 0.050 0.094 0.27 0.035

粉じん濃度 43 39 26 130 14

粉じん中濃度 3.0 1.6 8.3 3.1 4.5

単位 ： B(a)P濃度：ng/m
3
，粉じん濃度：μg/m

3
，粉じん中濃度：pg/μg

A地点
（５月の
平均値）

B地点
（５月の
平均値）

黄砂影響

C地点

（５月の
平均値）

 
 

まとめ 

1999 年 4 月～2013 年 3 月に測定したベンゾ(a)
ピレンの調査結果について，解析および検討を行

った結果，次の知見が得られた． 
1． ベンゾ(a)ピレン濃度の変動は，年および地点

による差はあるものの春～秋期にかけて低

く，秋～春期にかけて高い傾向を示しながら

いずれの地点も調査開始以来減少傾向を示し

た． 
2． 各調査地点の B(a)P 濃度の月別平均値の推移

も前述のとおり，3～9 月にかけて低く，10～
2 月にかけて高い傾向にあった． 

3． 3～9 月の B(a)P 濃度の低い期間において，4
月の B(a)P 濃度が高い傾向にあった．その原

因は，黄砂の影響によるものと推察された． 
4． 黄砂の影響を受けた浮遊粉じん濃度が高い期

間の B(a)P 濃度は，黄砂の影響を受けていな

い浮遊粉じん濃度が低い期間の B(a)P 濃度に

比べて約 5 倍高かった． 
5． 大気環境中の物質の挙動は，気温，風向，風

速，天候等の影響を受け年間や季節でも変動

が大きく傾向等を評価しにくいが，今回 14 年

間の測定結果を解析することにより三重県北

中部地域の大気環境中 B(a)P 濃度が減少傾向

にあると推察された． 
 
本報告は，第 53 回大気環境学会年会 3)で発表

した内容に2012年度の測定結果を追加してまと

めたものである． 
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サンプリング期間 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

B(a)P濃度 0.092 0.18 0.023 0.053 0.018 0.28 0.31 0.45 0.046 0.21 0.37

粉じん濃度 360 94 13 4.0 11 160 100 84 29 47 75

粉じん中濃度 0.26 1.9 1.7 13 1.6 1.8 3.1 5.4 1.6 4.4 4.9

単位 ： B(a)P濃度：ng/m3，粉じん濃度：μg/m3，粉じん中濃度：pg/μg

－ 78 －




